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調 査 名   

事 業 ・ 工 事 名  東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事(愛知県豊田市地区)

ボ ー リ ン グ 名 孔 2 調 査 位 置 愛 知 県 豊 田 市 神 殿 町 中 切 7 - 2 　 下 山 保 険 福 祉 セ ン タ ー 敷 地 内 北 緯 3 5 ﾟ  0 2 '  2 6 . 2 9 "

東 経 1 3 7 ﾟ  2 1 '  2 8 . 7 7 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 　 産 業 技 術 総 合 研 究 所 調査期間 平 成  1 9 年  9 月  1 日  ～  2 0 年  7 月  3 1 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 日 さ く 　 事 業 本 部

電話 ( 0 4 8 - 6 4 4 - 3 9 6 1 )
主 任 技 師 伊 藤 　 健 二
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記

事

細粒砂主体である。雲母片が混入してい
る。

細粒砂主体で、シルトを含む。雲母片が
混入している。

シルト混じりの細粒砂。黒雲母が混入し
ている。

基盤由来の転石が分布する。

盛

土
褐 - - - - -

細粒砂～シルト主体である。腐食木片を
含む。

基盤岩由来の中粒砂主体となる。
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442.52 37.00

Tn

長石は白濁しているが、黒雲母等有色鉱
物に変質は見られない。
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灰
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硬質で、掘進率が低下する。一部亀裂あ
り。

44.0～44.5m付近、亀裂が分布する。

45.8～49.2m付近、硬質となり、掘進率が
低下する。

52.0m付近、亀裂が分布する。

57.0m付近、硬質となり、掘進率が低下す
る。
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Tn

77.0m付近、硬質となり、掘進率が低下す
る。

87.3～88.3m付近、やや軟質となり、掘進
率が上昇する。

91.0～93.5m付近、硬質となり、掘進率が
低下する。

95.0m付近、やや軟質となり、掘進率が上
昇する。

98.0m付近、硬質となる。亀裂が分布する。
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329.62

328.82
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145.75

148.00

149.40

149.90

150.70

Tn

113.0～115.0m付近、亀裂が多く分布する。

121.0m付近、亀裂が多く分布する。

122.0～124.0m付近、亀裂が分布する。

128.0～130.0m付近、亀裂が分布する。

131.5～135.0m付近、亀裂が多く分布する。

140 .0m～141.0m付近、コアが暗色化して
いる。
140.5m付近、密着した亀裂が見られ、亀
裂に沿って白く変色している

141.5m付近、厚さ3cm程度のペグマタイト
が見られる。

140.0～145.4mは全般的に新鮮で亀裂少な
い。

144.5m付近、厚さ0.5～1.0cm程度のペグ
マタイトが3枚ほどみられる。

青
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暗

灰

A I a α 1

亀裂が集中しており、周辺部は弱く変質
している。

B II b β 2

新鮮で亀裂や変質は見られない。コアは
棒状である。

A I a 1

亀裂間隔は10～20cmで、固結粘土を挟む
亀裂も見られる。

II b 2

I a 1

高角度の亀裂が見られる。亀裂付近は弱
く変質しており、コアは暗色化している。
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I a 1

高角度の亀裂が見られる。亀裂付近は弱
く変質しており、コアは暗色化している。II b 2

トーナル岩との境界も含め、開口亀裂や
密着亀裂が数本見られる。

アプ ラ
イ ト

灰 A II a α 1

新鮮で、亀裂少ない。
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ナ
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岩

青

灰
A I a α 1

アプライト主体である。トーナル岩との
境界（上部）、約5cmはペグマタイト質と
なっている。亀裂は見られない。

ペグマ
タ イ ト
・ アプ
ラ イ ト

灰 A I a α 1

新鮮で亀裂や変質は見られない。ト ーナ
ル岩

青

灰
A I a α 1

トーナル岩との境界（下部）は亀裂とな
っている。亀裂面は黒く変色している。

ペグマ
タ イ ト

灰 A I a α 1

亀裂間隔は10～20cmで、密着した亀裂も
見られる。亀裂周辺は弱く変質している。

α

160.5m付近、亀裂が集中しており、弱く
変質している。

B II b

β

2

新鮮で亀裂少なく、変質は見られない。
コアは棒状である。

A I a α 1

トー

ナ
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青

灰

B II b β 2

トーナル岩との境界付近に亀裂が集中す
る。

B III

A II

コアは岩片状～礫状だが、変質や変色な
どは見られない。

C IV

トーナル岩との境界付近はペグマタイト
となっている。

ペグマ
タ イ ト
・ アプ
ラ イ ト

灰

A I

a α 1

A I a α 1
高角度の亀裂が見られ、周囲は弱く変質
している。

B II b β 2

A I
亀裂間隔は20cm前後で、亀裂面は灰色に
変色している。

B II a

コアは岩片状～礫状だか、変質や変色は
見られない。

C IV c

新鮮で亀裂は少なく、変質は見られない。
亀裂面がざらざらしている。
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アプ ラ
イ ト

灰 B II a α 1

B II

175.6m付近、コアが暗色化している。

176.9m付近、厚さ4cm程度のアプライトが
見られる。

178.3m付近、高角度の亀裂が見られる。
変質していないが、割れ目ががさがさに
なっている。

I

～

II

180.3m付近、亀裂に灰色の固結粘土が薄
く挟まる。

181.7m付近、亀裂に暗灰色の固結粘土が
挟まる。

A

I

a

184.0m付近、亀裂に灰色の固結粘土が挟
まる。

185.3m付近、185.6m付近、亀裂が集中し
ており、亀裂には半固結状態の粘土が挟
まる。亀裂付近は弱く変質している
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III

1

B
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b

2

188.0m付近、亀裂面は灰色に変色し、周
辺は弱く変質している。

縦方向に伸びる密着した亀裂が見られ、
周辺は茶褐色に変色している。
亀裂間隔は10～30cmである。

固結粘土を薄く挟む亀裂が見られる。亀
裂周辺は弱く変質している。
コアが暗色化している。
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191
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288.22

286.42

284.22

280.42

279.52

191.30

193.10

195.30

199.10

200.00

コアが暗色化している。

亀裂は少なく、コアは長柱状である。

193.4m付近、高角度の亀裂が見られる。
亀裂には暗灰色の固結粘土が挟まり、周
辺は弱く変質している。
193.8m付近、厚さ5cm程度のペグマタイト
が見られる。亀裂が集中しており、われ
間には平板上に成長した黒雲母が見られ
る。
縦方向に伸びる密着した亀裂が見られ、
その周辺は弱く変質している。

b 2

197.3m付近、亀裂が約10cm間隔で見られ
るが、変質などはなく新鮮である。

新鮮で亀裂はほとんど見られない。コア
は棒状である。

I

～

II

a 1

亀裂に暗灰～暗褐色の固結粘土が見られ、
亀裂周辺にも弱い変質が見られる。
縦亀裂があり、少々粘土を挟む。
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